
白神森林組合は、地域が主体となって取り組む、森林保全や林業振興の活動を支援しています。
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平
成
二
十
六
年
度
わ
が
国
の
経
済
は
、

消
費
税
率
の
八
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る

影
響
も
あ
っ
て
消
費
の
落
込
み
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
が
景
気
浮
揚
の

た
め
公
共
工
事
の
拡
大
な
ど
を
行
っ
た
効

果
に
よ
り
、
大
手
企
業
や
中
央
を
中
心
に

回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
き
て
い
ま

す
。
と
は
言
え
、
中
小
企
業
や
地
方
に
は

未
だ
に
そ
の
実
感
が
な
い
の
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
解
消
を

図
る
た
め
、
政
府
は
昨
年
「
地
方
創
生
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
各
自
治
体
は
各
々

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
自
立
で
き
る
道
を

考
え
よ
と
発
破
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
木
材

の
動
向
や
林
業
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
と
言
え
ば
、
先
ず
今
後
の
木
材
の
需

給
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
平
成
三
十
二
年

度
ま
で
に
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
木
材
を

国
産
・
外
材
の
比
率
を
各
々
五
〇
％
で
賄

う
と
発
表
し
、公
共
建
築
物
の
木
造
化
や
、

民
間
建
物
等
に
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
な
ど
の
木
材
利
用
促
進
施
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て

二
〇
％
前
後
ま
で
落
ち
込
ん
だ
木
材
の
自

給
率
が
、
現
在
は
お
よ
そ
三
〇
％
に
ま
で

回
復
し
て
来
て
い
ま
す
。

　

木
材
消
費
で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
個
人
住
宅
建

築
に
よ
る
増
大
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
・
テ
ィ

ン
バ
ー
）
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に

つ
い
て
は
大
い
に
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

政
府
が
普
及
に
向
け
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
示
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
従
前
は
オ
ー
ル
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
っ
た
中
小
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
に
使
用
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
新
た
な
需
要

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
て
お

り
、
今
後
七
〇
〇
万
㎥
程
度
の
木
質
チ
ッ

プ
の
新
規
需
要
が
生
ま
れ
る
と
い
う
推
計

も
あ
り
ま
す
。
県
内
で
も
秋
田
市
向
浜
に

二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
の
発
電
所
が
建
設
中

で
、
二
十
八
年
七
月
に
稼
働
す
る
と
年
間

十
万
㎥
の
木
材
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
原

子
力
、
風
力
、
太
陽
光
発
電
は
技
術
面
や

安
定
性
に
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
固
定
価

格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
効
果
も
あ
っ

て
、
多
く
の
公
益
的
機
能
を
有
す
る
森
林

と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
木
材
は
地

球
温
暖
化
抑
止
の
面
で
も
期
待
が
高
ま
る

一
方
で
す
。

　　

木
材
を
供
給
す
る
側
の
林
業
に
お
い
て

は
、
中
核
的
担
い
手
で
あ
る
私
ど
も
森
林

組
合
は
、
増
大
し
続
け
る
国
内
需
要
に
応

え
る
た
め
、
民
間
事
業
体
と
協
力
し
合
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
場
に
木
材
を
供

給
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
森
林
の

保
続
培
養
と
森
林
生
産
力
の
増
進
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
林
業
の
振
興
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
路
網

整
備
の
推
進
、
高
性
能
林
業
機
械
の
有
効

活
用
、
施
業
集
約
化
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
経
営

計
画
に
基
づ
い
た
間
伐
・
皆
伐
作
業
が
肝

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
能
代
市
山
本
郡
に
は
昭
和

四
十
年
前
後
に
植
林
し
た
森
林
が
約
二
万

ha
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
半
数
以
上
が
長

期
間
放
置
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
た
め

隣
接
者
と
の
所
有
界
が
判
然
と
し
な
い
箇

所
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

境
界
の
分
か
ら
な
い
森
林
を
伐
採
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
大
問
題
で
す
。
そ
こ

で
当
組
合
で
は
、
山
の
熟
知
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
状
況
下
、「
放
置
林
の
解
消
」

と
「
境
界
の
明
確
化
」
を
喫
緊
課
題
と
認

識
し
、本
年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
、

役
職
員
一
丸
で
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

六
月
の
組
織
改
正
並
び
に
人
事
異
動
で

は
、
従
来
の
事
業
担
当
課
を
そ
れ
ぞ
れ

「
森も

林り

づ
く
り
課
」
と
「
森
林
活
用
課
」

に
名
称
を
変
更
す
る
と
共
に
、
業
務
分
掌

の
見
直
し
を
行
い
、「
森も

林り

づ
く
り
課
」

に
は
若
手
の
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
全
員

を
配
し
、本
来
業
務
の
外
、「
放
置
林
対
策
」

と
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
「
森
林
境
界
の

明
確
化
」
に
積
極
的
に
従
事
さ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
境
界
明
確
化
作

業
の
実
施
を
四
箇
所
で
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
作
業
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
現
場
立
会
い
が

な
け
れ
ば
前
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
当
事
者

の
費
用
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

多
く
の
方
々
が
境
界
明
確
化
を
理
解
さ

れ
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

放
置
林
の
解
消
を
目
指
し
て

代
表
理
事
組
合
長
　

金
　
野
　
忠
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次
に
、
組
合
事
業
の
円
滑
推
進
、
取
扱

量
増
大
の
た
め
に
組
合
が
掲
げ
た
重
点
三

項
目
に
関
し
、
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い

て
報
告
致
し
ま
す
。

　
◆
森
林
経
営
計
画
認
定
森
林
の
増
加

　

新
た
に
十
八
団
地
二
、〇
四
六
ha
の
森

林
で
森
林
経
営
計
画
が
認
定
さ
れ
、
累
計

で
四
十
九
団
地
、
六
、六
九
五
ha
に
ま
で

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
低
コ
ス
ト
素
材
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①
高
性
能
林
業
機
械
の
計
画
的
導
入

：

主

に
路
網
作
設
作
業
を
担
う
「
フ
ェ
ラ
ー

バ
ン
チ
ャ
・
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
」
と
集
運

材
作
業
を
行
う「
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
き
フ
ォ

ワ
ー
ダ
」
の
二
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

②
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
機
械
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
等
人
材
の
育
成

：

職
員
で
は

「
認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
を
新
た

に
三
名
育
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

労
務
班
員
で
は
林
業
作
業
上
必
要
と
な

る
各
種
資
格
の
取
得
や
技
能
講
習
等
の

受
講
を
さ
せ
、
素
材
生
産
を
主
業
務
と

す
る
林
産
班
を
一
班
創
設
し
ま
し
た
。

③
林
内
路
網
整
備
の
促
進
：
森
林
作
業
道

で
は
、
組
合
が
事
業
実
施
主
体
と
な
っ

た
十
九
路
線
二
八
、六
六
〇
ｍ
を
含
め

三
一
、九
九
五ｍ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
総
延
長
一
〇
四
、九
七
九ｍ
の
林
道

管
理
事
業
も
受
注
し
実
施
し
ま
し
た
。

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進

　

他
の
事
業
体
か
ら
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
能
代
火
力
発
電
所
の
混
焼
用
木
質

チ
ッ
プ
向
け
の
低
質
材
を
前
年
度
よ
り

約
一
、八
〇
〇
㎥
多
い
七
、一
四
〇
㎥
を
供

給
し
ま
し
た
。

組
合
の
主
要
な
事
業
活
動
の
内
容

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
増
税
と
そ
の
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
減
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
円
安
と
そ
の
恩
恵
が
中
央
の
輸
出

型
大
企
業
に
大
き
く
、
地
方
経
済
や
中
小

企
業
へ
波
及
が
少
な
い
こ
と
な
ど
、
国
内

的
に
も
国
際
的
に
も
大
き
な
浮
沈
に
繋
が

り
か
ね
な
い
、
う
ね
り
が
多
く
難
し
い
経

済
情
勢
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
森
林
組
合
で
は
組
織
管
理
部
門
に
お

い
て
は
新
規
組
合
加
入
と
増
資
の
促
進
、

不
稼
働
資
産
の
処
分
や
固
定
化
債
権
の
回

収
な
ど
に
取
り
組
み
経
営
基
盤
の
強
化
に

努
め
る
と
共
に
、
事
業
部
門
に
お
い
て
は

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
搬
出
間
伐
の
実
施
を
目
標
と

捉
え
、
森
林
作
業
道
の
作
設
の
外
、
新
た

に
森
林
境
界
の
明
確
化
に
も
着
手
し
、
事

業
実
行
上
必
要
と
な
る
基
盤
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、決
算
と
し
て
は
計
画
対
比
で

総
収
益
ベ
ー
ス
で
は
三
％
増
、当
期
剰
余
金

ベ
ー
ス
で
は
五
二
％
の
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
十
一
回

通
常
総
代
会
を

五
月
二
十
八
日
、

能
代
市
元
町
の

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
能
代
に
お

い

て
、

総

代

一
八
四
名
（
内
書

面
議
決
八
五
、
委

任
出
席
二
）
の
出

席
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
来
賓
を
代
表
し
て
、
山
本

地
域
振
興
局
山
田
宗
弘
農
林
部
長
、
能
代
市

環
境
産
業
部
佐
々
木
松
夫
主
幹
、
米
代
西
部

森
林
管
理
署
相
澤
肇
署
長
、
秋
田
県
森
林
組

合
連
合
会
笹
村
守
総
務
課
長
の
四
氏
か
ら
ご

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
能
代
地
区
の
中
田
雅
俊
氏
が
選

出
さ
れ
、
全
て
の
提
出
議
案
が
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
一
号	

平
成
二
十
六
年
度
業

務
報
告
書
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
二
号	

平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
書
の
決
定
に

つ
い
て

議
案
第
三
号　

平
成
二
十
七
年
度
一

組
合
員
に
対
す
る
貸

付
金
の
最
高
限
度
に

つ
い
て

議
案
第
四
号　

平
成
二
十
七
年
度
借

入
金
の
最
高
限
度
に

つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
二
十
七
年
度
理

事
及
び
監
事
の
報
酬

決
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

平
成
二
十
七
年
度
債

務
保
証
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

余
裕
金
の
預
入
先
金

融
機
関
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
九
号　

付
属
書　

総
代
選
挙

規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

挨拶する金野組合長

▲質問する下岩川
地区総代

▲中田雅俊議長
　（能代地区）
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経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
が
同
時
に
進
行
し
、
地
方

の
活
力
が
急
速
に
削
が
れ
つ
つ
あ
る
中
、

地
方
創
生
に
向
け
て
、
成
長
産
業
と
し
て

の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
期
待
の
声
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
共
森
林
組
合
は
、
協
同
組
合
の
基
本

的
精
神
と
企
業
感
覚
を
兼
ね
備
え
つ
つ
、

管
内
に
存
す
る
豊
か
な
森
林
の
育
成
と
活

用
を
通
し
、
自
然
環
境
の
保
全
、
地
域
経

済
の
振
興
、
組
合
員
の
経
済
的
、
社
会
的

地
位
の
向
上
に
一
層
力
を
入
れ
、
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る

中
、
導
入
し
た
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い

な
が
ら
豊
富
な
森
林
資
源
を
地
域
一
体
的

に
循
環
利
用
す
る
こ
と
で
、
林
業
の
成
長

産
業
化
を
実
現
し
、
放
置
林
を
無
く
し
健

全
な
森
林
を
次
世
代
に
継
承
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
業
績
向
上
と
地
域
貢
献
を

目
指
し
、
今
年
度
の
重
点
項
目
を
四
つ
に

定
め
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

⑴ 

放
置
林
の
施
業
促
進

　
間
伐
等
の
必
要
な
手
入
れ
が
さ
れ
な
い

放
置
状
態
の
森
林
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
た

め
、
森
林
境
界
の
明
確
化
や
森
林
経
営
計

画
の
作
成
に
よ
っ
て
施
業
の
実
施
に
繋

げ
、
放
置
林
を
無
く
し
て
参
り
ま
す
。

⑵ 

森
林
境
界
明
確
化
作
業
の
推
進

　
施
業
集
約
化
や
路
網
整
備
を
進
め
、
搬

出
間
伐
実
施
に
よ
る
森
林
整
備
を
加
速
化

さ
せ
る
た
め
、
森
林
施
業
の
出
発
点
と
な

る
境
界
の
明
確
化
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

⑶ 

森
林
経
営
委
託
契
約
締
結
の
促
進

　
よ
り
多
く
の
管
内
民
有
林
で
森
林
経
営

計
画
の
恩
恵
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
計
画
作

成
の
前
提
条
件
で
あ
る
森
林
経
営
委
託
契

約
の
締
結
を
促
進
す
る
た
め
、
き
め
細
か

な
説
明
対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

⑷ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進

　
稼
働
中
の
能
代
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と

木
質
チ
ッ
プ
混
焼
を
行
っ
て
い
る
能
代
火

力
発
電
所
に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
協
力

事

業

計

画

平
成
二
十
七
年
度

　
春
季
・
秋
季
の
季
節
限
定
で
、
缶
詰
・

ビ
ン
詰
加
工
、
乾
燥
加
工
、
ボ
イ
ル
加
工

な
ど
の
委
託
加
工
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
広
報
の
発
行
や
座
談
会
・
研
修
会
の
開
催

を
利
用
し
て
、
組
合
の
経
営
状
況
等
を
正
し

く
報
告
す
る
と
共
に
、
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
に
応
え
な
が
ら
、

組
合
経
営
の
健
全
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
高
能
率
林
業
機
械
を
活
用
し
た
素
材
生

産
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
山

林
所
有
者
に
よ
り
多
く
の
収
入
を
還
元
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
需
要
に
応
じ
た
品
質
と
量
を
確

保
す
る
た
め
に
、
生
産
現
場
で
は
採
材
の

適
正
化
を
徹
底
す
る
こ
と
で
無
駄
を
無
く

す
と
共
に
、
流
通
経
費
を
極
力
抑
え
た
販

売
と
需
要
先
へ
の
安
定
供
給
が
で
き
る
よ

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

 

一  

森
林
整
備
事
業

　
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
中
心
と
し

て
、
放
置
山
林
を
積
極
的
に
森
林
経
営
計

画
に
組
み
入
れ
、
造
林
、
保
育
や
搬
出
間

伐
へ
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伐
採
跡
地
へ
の
植
林
を
推
進
し
、

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、
増

進
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
森
林
整
備
事
業
も
受
注
し
、
地
域

全
体
の
森
林
保
全
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

 

二  

利
用
事
業

①�

「
境
界
の
明
確
化
事
業
」
を
活
用
し
、

路
網
整
備
及
び
搬
出
間
伐
に
向
け
た

事
業
実
施
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

②�

「
松
く
い
虫
防
除
関
連
事
業
」
の
積

極
的
な
獲
得
に
努
め
、
組
合
の
豊
富

な
知
識
と
高
度
な
技
術
力
を
駆
使
し

た
施
工
に
よ
り
、
松
く
い
虫
被
害
の

拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

③�

組
合
員
の
財
産
保
全
の
た
め
、森
林
保

険
の
普
及
と
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

 

三  

購
買
事
業

　
系
統
利
用
に
よ
っ
て
安
価
で
良
質
な
林

業
器
具
資
材
等
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

 

四  

金
融
事
業

　
貸
付
金
の
回
収
と
担
保
森
林
の
保
全
管

理
に
努
め
ま
す
。

す
る
外
、
管
外
施
設
へ
の
木
質
素
材
の
納

入
も
含
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
全
体
の
利

用
促
進
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ 当期未処分剰余金
Ⅱ 任意積立金戻入額
Ⅲ 剰余金処分額

Ⅳ 次期繰越剰余金

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

※次期繰越剰余金中、教育情報資金は、700千円である。
※任意積立金（合併記念積立金）の内訳
　（積立額：8,000千円－取崩額：6,422千円＝戻入額：1,578千円）

（単位：千円） （単位：人、口、千円）

平成26年４月１日から平成27年３月31日まで　（単位：千円） 平成27年４月１日から平成28年３月31日まで　（単位：千円）

平成26年度　損 益 計 算 書

平成27年度　損 益 計 画

平成26年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H27.3.31現在）

平成26年度　損 益 計 算 書

平成27年度　損 益 計 画

平成26年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H27.3.31現在）

平成26年度　損 益 計 算 書

平成27年度　損 益 計 画

平成26年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H27.3.31現在）

平成26年度　損 益 計 算 書

平成27年度　損 益 計 画

平成26年度　剰余金処分案

組合員数及び出資金（H27.3.31現在）

〈注意〉端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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4

１

2

3

　森林林業を取り巻く社会経済情勢の変化や組合員からの要望に対応し、組合事業をより一層円滑推進
を図ると共に最大効果を発揮できる組織とするため、組織の一部見直しを行い、４月と６月に組織機構
の改革を実施しました。また、二ツ井支所を 10 月１日から二ツ井町仁鮒に移転します。
　組織見直し等の概要は次のとおりです。

　　職員2体制を一本化（4月から）
　職員間でより一層連携の取れた業務体制とするため、技能職員制を廃止し、職員・技能職員体制を一
本化にしました。

　　課や支所の名称の改正と事務分掌の改正（6月から）
　組合員の皆様に組合の業務がより分かり易く、親しまれるように、そして要望に迅速かつ的確に応え
ていくため、事業１課を森

も り

林づくり課に、事業２課を森
しんりん

林活用課に、北部支所を能代支所に、南部支所
を三種支所にそれぞれ名称を変えました。（新機構図参照）

　　八峰支所と藤里支所における営業日、時間帯の見直し（6月から）
　常勤職員のいない八峰支所と藤里支所については、組合員の皆様に不便をお掛けしていますが、６月
から午前10時から午後３時まで、毎営業日（月〜金曜日）、職員を支所事務所に配置することを原則と
しました。組合員の皆様からの積極的な利用をお願いします。

　　二ツ井支所を仁鮒に移転（10月から・予定）
　二ツ井支所を現在の山菜加工場２階から、仁鮒製品保管庫（改修工事施工済み）内に移転し、10月１
日から営業を開始します。（所在地：二ツ井町仁鮒字川原田74—1）
※電話：73—2938・ＦＡＸ：73—4920は現在利用中の番号のままです。
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………（第307回、入札日：平成27年７月１日）

白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向

★出品材積：3,451㎥ ★売払材積：2,367㎥
★販売金額：21,815千円	 ★平均価格：9,215円／㎥
★共販参加者：14人　★販売者：10人　★販売率：69％

〈共販概況〉

１．価格状況：全体の平均販売単価は9,215円であった。主要
４規格の値動きを見ていくと、「14㎝下材」が
前回より1,086円高い6,095円、「22㎝下材」が
714円高の9,216円、「28㎝下材」が378円高の
13,008円、「30㎝上材」が1,481円安の9,826円と
いう結果であった。

２．需要状況：製材品の荷動きが極端に鈍く、どこの製材所に
おいてもかなりの量の製品在庫を抱えている様
である。また原木在庫の方も同様に相当量を保
有していると見ている。６月中旬以降、都市部
では製品の動きが出てきてる様なので、今後の
動向に注視しながら有利販売に努めたい。

３．入札状況：入札に付した58物件に12社が応札し、「落札」
が38件、「不落」が８件で、「無応札」が12件
もあった。１物件当たりの平均応札枚数は0.83
枚と非常に厳しい状況であった。

㎥

白神木材流通センター
TEL 0185−59−2605 

FAX 0185−59−2600

センター共販への素材の出品、立木の売却や所有林の収穫事業（皆伐、

間伐）を希望される方からの連絡をお待ちしています。

直近開催の木材共販結果◆

………第295回共販（開催月：平成26年７月）～第307回共販（開催月：平成27年７月）平均販売単価の月推移◆

スギ合板材規格別単価◆ スギ低質材単価◆

（単位：円）径級別単価の詳細	

（工場着値、単位：円／㎥） （工場着値、単位：円／㎥）

☆毎月の木材取引状況は、当組合ホームページ「http://www.shiramori.or.jp/」でご覧下さい。



8

組合員研修会組合員研修会組合員研修会

【スケジュール】
9：15～　チップ製造施設の見学

10：00～　ＣＬＴ講演研修

13：00～　森林境界明確化・高性能
林業機械と搬出間伐

14：10～　高性能林業機械を使った
搬出間伐事業（現場）

1「ＣＬＴを取り巻く現状と県産スギ材利用の可能性」
講演と実験

講師：秋田県立大学木材高度加工研究所教授
　　　　　　佐々木貴信氏（工学博士）
2「森林境界明確化の推進について」
3「高性能林業機械を使った搬出間伐事業」
4「木質チップ製造について」

9月10日平成27年9月10日 木 山本地域振興局駐車場山本地域振興局駐車場
開始時間 午前9：00（集合・出発）▶ 終了時間 午後3：30（到着・解散）▶

組合員研修会組合員研修会組合員研修会

�参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

�昼食は組合で準備します。
�組合員以外の方も参加できます。
�会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

●参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

●昼食は組合で準備します。
●組合員以外の方も参加できます。
●会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

●昼食は組合で準備します。
●組合員以外の方も参加できます。
●会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

【スケジュール】
10：20～ �－㈰
　　　　　「森林経営計画」現地研修
11：10～ �　　
　　　　　 チェンソーアート大会　見学
11：25～ �－㈰
　　　　　「木材共販」研修
13：00～ �－㈪
　　　　　「森林経営計画」制度研修
13：50～ �－㈪
　　　　　「長伐期育林」研修

�森林経営計画研修
　㈰現地研修…間伐施行前後の林況の変化、路網配置、事業収

支等の概略
　㈪制度研修…経営計画制度、経営委託契約等、事業プラン（事業収

支、間伐補助金、路網整備）と事業収支等の詳細

�長伐期育林体系研修
　㈰木材共販研修…売払物件見学、素材の規格別仕分、価格需要動向概略
　㈪長伐期育林研修…「長伐期時代の育林体系」
　　　　　　　　　～有利販売を目指したスギ人工林を仕立てる～

�チェンソーアート大会見学
　　チェンソーアート大会（第4回in能代）

平成25年

10月9日水実施日
山本地域振興局駐車場
集合時間 9：30 （出発）

集合
場所 �

【主たる研修内容】

平成27年
実施日 集合解散場所

組合員研修会組合員研修会組合員研修会

【スケジュール】
9：15～　チップ製造施設の見学

10：00～　ＣＬＴ講演研修

13：00～　森林境界明確化・高性能林業
機械と搬出間伐

14：10～　高性能林業機械を使った搬
出間伐事業（現場）

�「ＣＬＴを取り巻く現状と県産スギ材利用の可能性」
講演と実験
講師：秋田県立大学木材高度加工研究所教授
　　　佐々木貴信（工学博士）
�「森林境界明確化の推進について」
�「高性能林業機械を使った搬出間伐事業」
�「木質チップ製造について」

9月10日平成27年9　月10日
木

山本地域振興局駐車場山本地域振興局駐車場
開始時間 午前9：00 （集合・出発）�

�参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

�昼食は組合で準備します。
�組合員以外の方も参加できます。
�会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

�参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

�昼食は組合で準備します。
�組合員以外の方も参加できます。
�会場と現場間の移動は組合が用意した
マイクロバスで行います。

【主たる研修内容】

終了時間 午後3：30 （到着・解散）�
平成27年
実施日 集合解散場所

お知らせ

●参加希望の方は事前にお申し込み下さるようお願いします。

　申し込み先は
　　　本所総務課  TEL 54－9300

優 良 賞

秋田県代表

二ツ井宝の森
や ま

林プロジェクト

（白神森林組合青年部）

１．林業経営の部　優 良 賞
秋田県森と水の協会会長賞

小山内　京　子 氏（能代市）

２．間伐推進功労の部

秋田県知事感謝状

小 町 自 治 会（三種町）


